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学校だより 「東中魂」
－ 遠大なる理想 あふるる友情 不屈の闘志 －

［発行］たつの市立龍野東中学校 校長 嘉ノ海仁士

あ ー よ か っ た な あ な た が い て ～ 「 つ な が り と 感 動 」 そ し て 「 夢 」 を ～
１２月５日、教育サポーターの仲島正教先生を講師としてお招きし、PTA 人権教育講演会

を開催しました。エネルギッシュな動き、関西弁での流暢な語り口、そして身体全体から溢れ
出る優しさ･････この講演で、仲島先生から元気をいただくとともに、我々が忘れかけていた
ものを呼び起こしてくれたように感じました。

また、時代は変わっても、時代に流されてはいけない「人として大切にしなけ
ればいけないこと」もたくさん教えていただきました。････命とは、「自
分の持っている時間」のことで、自分の未来は自分の心が決めるもので
す。そして、皆さんの目の前には、壁があるかもしれませんが、その向

こうには扉があります。その扉の先には、新しい自分が待っています。･････
･････「生きていくことの意味････生まれてきたこと、育ててもらえたこと、出会った

こと、笑ったこと、そのすべてにありがとう、この命にありがとう」（「いのちの歌」より抜粋）･････

ひがドラ

■「僕は、いつも迷う。ここで人を助けるか
助けないか。しかし、この講演会を聞いて、
まず行動することが大切なんだなと思いまし

た。自分の心の中でくすぶっていても、借金が少しずつたまるだけで、命がもったいな
い。なんかいいことしたら、格好つけてるとか言われそうで、嫌だと、ずっと思ってい
ましたが、先生の「じゃあ自分がやってみろよ」という言葉でモヤモヤしていたものが晴れました。今、
自分にできることは、限られていると思っていましたが、そんなことはないと思いました。今から海外に
留学することだってできるし、大切な人のために一生を捧げることもできる。可能性は無限大ってこうい
うことなのかと思い
ました。･･････････」

■「まずは、人を見かけで判断して差別したりせずに、その人に寄り添ってあげることが大事なのだと分
かりました。寄り添って理解してあげることで、自分もその人に対する見方を変えることができるのだと
分かりました。また、友だちや家族など周りの大切な人が落ち込んだりすることがあったら、メールや電
話だけでなく、自分がその人の所まで行って勇気づけたり励ましたり
しようと思いました。･･････」

■「････今日聞いたお話の中には、『自分が優しく、その人と接したから、その人が変わった。』というも
のがいくつもありました。『優しい行動をしてもらったら、優しい言葉をかけてもらった
ら、本当に人って変わるんだなぁ。人に優しくできる人って本当に幸せなんだなぁ。』と
思いました。悩んでいる人、辛い思いをしている人、しんどい思いをしている人、苦し
い思いをしている人、そんな人たちを見ているだけでなく、
手をさしのべられる人になりたいなぁと思いました。相手
のためにも、自分のためにも。･･･････」

心の銀行に、いっぱい貯金を！ 命の使い方には２つある。「自分のために」・「人のために」

PTA 人権教育講演会（12/5）生徒感想より

見えないものを想像できる力の大切さ

人の痛みを感じる心の大切さ

最近、ニュースや新聞等で「働き方改革」という言
葉をよく目にするようになりました。今、文科省や教
育委員会も「教職員の心身の健康保持」と「子どもと

向き合う時間の確保」をするために、学校業務改善に取り組んでいます。本校職員も夜遅くまで仕事をし
ているのが現状で、ワークライフバランスのため、週に１日、原則月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日
等）を定時退勤日とし、早く仕事を終えて退勤できるように努力していきたいと考えています。

定時退勤日（原則、毎週月曜日）に取り組んでいます。

たつの市と播磨高原の６中学校の生徒会役員１８
名が、赤とんぼ文化ホールに集まり、「中学生サミッ
ト」を行いました。本校からは、久保会長、中住副

会長、塚田副会長の３名が参加し、学校行事の取組やスマホに関する取組を報告しま
した。午後からは、「市 PTA 教育講演会」に中学生も参加し、兵庫県立大学の竹内准
教授とともに、ステージ上でディスカッション等を行いました。今回、サミットで優
秀賞をとったということで、龍野東中の取組を PTAの方々の前で発表しました。
各学年の代議員会での取組をはじめ、「龍東のスマホの合い言葉」の作成など学校

全体としての取組が、評価されたようです。参加してくれた生徒の感想を紹介します。

■サミットに参加して他の中学校の取組を聞き、良い刺激になりました。また東中の「ここは誇りに思える」
というところも見つけました。お互い、良い所は真似しあい、活動の質を高めていきたいです。

■たくさんの人が見ている中で発表するのは、緊張しました。しかし、優秀賞をとれたことは嬉しく、取組
をたくさんの人の前で発表できたことは、達成感がありました。ここで学んだことを次の代にしっかりと

引き継ぎ、さらにノーゲーム・ノースマホデーの達成率が上がればいいと思います。

■取組発表で優秀賞をとったことで、私たちの活動が他校にも認められていることが
わかって嬉しかったです。他校の良い点を吸収し、私たちで実行していくとともに、
しっかり後輩に引き継いでいきます。

「中学生サミット」で優秀賞！（11/30) 生徒会執行部

11/15 に、養護の嵯峨山先生が講師となって、「喫煙防
止教室」を実施しました。ニコチンやタール、一酸化炭
素など有害物質がたくさん含まれていることや依存性が

あること、吸っていなくても副流煙で影響があることなど、丁寧に教えていただきました。
感想を一部紹介します。
■タバコは、ニコチンによって依存になったりするので、改めて怖いものだということがわかりました。

■２００種類の悪い物質がタバコから出ているとはじめて知りました。将来タバコを吸わないようにしたいです。

■タバコは、吸っている人以外の人にも悪影響を及ぼすんだなと思いました。

11/29 に、学校薬剤師の山本恭之先生を講師にお
招きし、薬教育並びに薬物乱用防止教室を開催し
ました。薬と薬物の違いをはじめ、薬の使用方法

の留意点や薬物乱用による身体への影響等、図や絵を提示されながら、わかりやすく説明
してくださいました。感想を一部紹介します。
■風邪薬とかも使い方を間違えると危険なことがわかりました。医療品、薬品、薬物などの違いもわかりました。

■処方箋でもらえる薬は期間が決まっており、そのもらった人にあった薬ということで、違う人が飲んではいけない。

■一度覚醒剤を使ってしまったら、もう引き返すことができないということがわかりました。

11/28 に、校医の武田則昭先生を講師にお招きし、「ガン教
育」を実施しました。先生は、現在開業医をされています

が、以前は大学で教鞭をとられていました。ユニークな先生で、ガンについての原因やそ
の予防法等をわかりやすく説明をしていただきました。感想を一部紹介します。
■ガンは身近にあり、大人になるにつれてかかりやすいということがわかりました。

■自分がガンにならないためにも、睡眠や食事をしっかりとるようにしたいと思います。

■普段あまり意識していなかったけど、ガンについて考える機会となりました。生活習慣を見直していきたいです。

「喫煙防止教室」（11/15）１年生

「薬物乱用防止教室」（ 11/29）２年生

「ガン教育」（11/28）３年生

期末考査の１日目の 11/25に、小
宅小、誉田小、神岡小の６年生児
童が、龍野東中に集まり、「人間

関係づくりプログラム」を行いました。大阪府青少年活動財団のスタッフの方々がリーダーとなり、仲間づ
くりを目的とした課題解決型ワークやアクティビティ（ゲーム）等で
交流しました。小学生たちは、中学校の体育館や教室を使って、楽し
く活動していました。あと４ヶ月もすれば、小６児童は入学すること
になり、１年生の皆さんは、「先輩」と呼ばれるようになります。そし
て、２年生の皆さんは、最上級生となります。

人間関係づくりプログラムの実施 ～小宅小・誉田小・神岡小６年～（11/25）


